
令和４年度 第２回

健康寿命日本一おおいた創造会議

１ 議 事

（１）「おおいたなかよし健歩ウォーキングについて」 １頁

大分県保険者協議会

（２）「栄養ワンダーの取組について」 ５頁

公益社団法人大分県栄養士会

（３）「健康寿命日本一おおいた推進フォーラムについて」 ８頁

株式会社トキハインダストリー

２ 報 告

NHK Eテレ「きょうの健康」

「地域の力で健康に！大分県 健康寿命大作戦」 １１頁

３ 「みんなで延ばそう健康寿命」推進月間の取組等 １３頁

資 料

令和５年２月３日（金） レンブラントホテル大分

大分県の健康寿命 男性１位 女性４位





おおいた歩得を活用した

『 』

イベントの取組について

大分県保険者協議会
会長 中村 光政

大分県保険者協議会とは

大分県保険者協議会は、大分県内の保険者の加入者に係る健康づくりの推進に当たり、保険者間の問題
意識の共有や、それに基づく取組の推進等を図るとともに、大分県医療費適正化計画策定または変更、
大分県医療計画の策定及び変更に当たっての意見提出等を行うことを目的として、高齢者の医療の確保
に関する法律第 １５７条の２の規程に基づき、平成１７年３月に設立。

○ 構成団体
１ 健康保険組合 （大分銀行健康保険組合、朝日ソーラー健康保険組合）
２ 全国健康保険協会大分支部
３ 国民健康保険 （県内１８市町村国保、大分県医師国保組合、大分県歯科医師国保組合）
４ 共済組合 （市町村職員共済組合大分県支部、地方職員共済組合大分県支部、公立学校共済組合大分県支部、警察共済組合大分県支部）
５ 大分県後期高齢者医療広域連合
６ 大分県国民健康保険団体連合会
７ 大分県医師会
８ 大分県 (国保医療課・健康づくり支援課)

○ 加入者(被保険者・被扶養者)数
912,151人(令和３年３月末)

○ 活動内容
１ 特定健康診査等の実施、高齢者医療制度の運営などに関する保険者その他の関係者間の連絡調整
２ 保険者に対する必要な助言または援助
３ 医療に要する費用についての調査及び分析
４ 医療費適正化計画の策定及び変更に関する意見の提出
５ 医療費適正化計画の実施についての大分県への協力
６ 医療計画の策定及び変更に関する意見の提出
７ その他目的を達成するために必要な事項
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【データヘルス推進事業】

１）健康増進に向けた取組の検討
・「うま塩プロジェクト」等による県 の健康リスク改善に向けた取組の検討(新規)

※・「おおいた歩得」等の活用（新規）
２）特定健診受診勧奨の強化

・保険変更後の継続した健診受診につなげる取組の検討（新規）
３）特定保健指導従事者の資質向上

・特定保健指導従事者研修（生活習慣病重症化予防研修）の開催（継続）
・生活習慣病対策健診・保健指導の企画・運営・評価に関する研修の派遣（継続）
（国 保健医療科学院主催）

１）糖尿病性腎症等重症化予防事業の推進
・糖尿病性腎症重症化予防研修の開催（継続）
・糖尿病性腎症重症化予防に向けた個別 援体制整備（継続・拡充）
・糖尿病性腎症重症化予防に向けた効果的な取組の検討（新規）
・糖尿病性腎症重症化予防に向けた周知啓発（継続）

２  活習慣病予防・早期発 ・治療に向けたポピュレーションアプローチの推進

３ 糖尿病性腎症の重症化予防による透析回避

１ 分析による課題の明確化、施策の 案

● 県 医療費が増加（ H17 3,822億円 → R元 4,751億円 929億円増、  当たり医療費は全国５番 の さ）
●  院・外来医療費の３割は糖尿病性腎症などの 活習慣病が占めている
● 一人ひとりのライフステージを通じた生活習慣病の発症及び重症化予防が必要
⇒ 保健・医療・介護データの個 単位での連結・分析による効果的な保健事業 （データヘルス） の実施が必要

現
状
と
課
題

１．データの分析結果（根拠）に基づく、住 （被保険者）や関係機関への説明・説得を開始
→ 対象者に理解・納得してもらう働きかけの 夫

２．ライフステージを通じた発症予防・重症化防 のため、各保険者が 体となった取組を 層推進 
１）取組の視点（① 個別支援の充実 ② 社会環境等の整備）
２）取組の内容（① ポピュレーションアプローチ ② ハイリスクアプローチ）

３．全保険者・どの世代を担当する職員も、必ず次の「３つ」を住 （被保険者）に勧奨  
① 特定健診・がん検診の受診 ② 早期の医療機関受診 ③ 1冊のお薬 帳を必ず持参

（Ｈ３０ ）
大分県保険者協議会

事業方針

令和４年度 大分県保険者協議会 事業計画

１）データに基づく医療費等の分析
・医療費・健診データ分析事業の実施（継続・拡充）

２）ＰＤＣＡサイクルに基づくデータヘルスの推進
・保健医療事業の経済的評価に関する研修の派遣（継続）
（国 保健医療科学院主催）

３）医薬品の適正使用に向けた取組の検討
・後発医薬品使用促進、減薬支援等の取組方策について協議（継続・拡充）

４）被保険者への周知啓発
・各保険者で同一テーマ、同一時期に集中的な広報の実施（継続）

５）先進地視察
・他地域における好事例や企業の健康づくり事業等の情報共有（継続）

医療費適正化の推進

データヘルスの実施

保険者協議会の運営 １ 保険者協議会の開催
２ 保険者協議会専門部会（企画調査部会、保健事業部会）の開催データは

13指標に
も活用

令和４年度の取組

大分県保険者協議会による「おおいた歩得」のイベント企画

名称：『おおいたなかよし健歩ウォーキング』

１．目的
健康アプリおおいた歩得（以下「歩得」）を活用したウォーキングイベントを通じて、被保険者

の健康意識向上、運動習慣の形成・継続を図る。

２．事業概要
（１）対象者
大分県保険者協議会構成保険者の加入者（被保険者・被扶養者）

（２）取組内容
５～２０人のグループを作り、歩得により歩数を集計する。
なお、１日の最大集計歩数は８，０００歩とする。
参加申し込みのあったグループの平均歩数を集計し、優秀グループに対し表彰する。

（３）実施期間
令和４年１２月１日（木）から１２月３１日（土）まで

（参加申込期間は令和４年１１月１日（火）から１１月３０日（水）まで）

３．参加特典
歩得ポイント４００ｐｔ

４．審査基準
グループに所属しているメンバーの歩数の平均を集計する。同点の場合は、抽選により順位を決

定する。
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５．表彰等
大分県保険者協議会事務局にて優秀グループを選定し、大分県保険者協議会ホームページにてグ

ループ名を公表する。
また、対象グループに対して表彰状及び賞品の送付を行う。

１位：大分県保険者協議会長賞 金賞 全国共通お肉のギフト券２万円相当
２位：大分県保険者協議会長賞 銀賞 全国共通お肉のギフト券１万円相当
３位：大分県保険者協議会長賞 銅賞 全国共通お肉のギフト券７千円相当

他、大分県保険者協議会 健歩賞 ５本 ジェイエイフーズおおいた つぶらなバラエティセット
（１位～３位のグループを除くグループから抽選で５グループ）

○スケジュール

・１０月２５日（火） ： 広報資材データを各保険者配布

・１１月１日（火）～３０日（水） ： 参加申込期間

・１２月１日（木）～３１日（土） ： イベント期間（歩数集計期間）

・１月１８日（水） ： 歩数集約、順位決定

・１月２３日（月） ： 結果を保険者協議会ＨＰにて公開、賞品等発送

大分県保険者協議会による「おおいた歩得」のイベント企画

(60.1%)

保
険
者
協
議
会
構
成
団
体

おおいた歩得参考データ （令和４年１０月４日時点アプリ登録状況）

「指定なし」

18,171 人(24%)

「協会けんぽ」

25,772 人 (34%)
「国保計」

8,992 人 (12%)

「共済計」
10,004 人(13%)

「広域連合」
649 人(1%)

「その他」

11,911 人( 16%)
保険医療団体 登録者数 割合

協会けんぽ 25,772 34.1%
市町村国保 8,330 11.0%

歯科医師国保 189 0.3%
医師国保 473 0.6%

市町村共済 3,661 4.8%
地方共済 3,378 4.5%
学校共済 2,144 2.8%
警察共済 821 1.1%
広域連合 649 0.9%
その他 11,911 15.8%

指定なし 18,171 24.1%
計 75,499 100.0%

年齢 登録者数 割合

18歳以上
20歳未満

1,111 1.5%

20代 8,855 11.7%
30代 11,239 14.9%
40代 15,810 20.9%
50代 14,860 19.7%
60代 9,906 13.1%
70代 3,736 4.9%

80代以上 516 0.7%
指定なし 9,466 12.5%

計 75,499 100.0%

■保険医療団体別登録状況

■年代別登録状況

指定なし：9,466 人
(12%)

18歳以上

20歳未満：1,111 人
(1%)

20代：8,855 人
(12%)

30代：11,239 人
( 15%)

40代：15,810 人(21%)

50代：14,860 人
(20%)

60代：9,906 人
(13%)

70代：3,736 人(5%)

80代以上：516 人(1%)
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●参加グル－プ数：９３グループ

●延べ参加人数 ：５９７名
→うち、１１０名が参加申し込み期間中に歩得新規登録

●参加者の一日あたり平均歩数：６，３２１歩
（アプリ集計歩数）

●参加者年齢内訳

おおいたなかよし健歩ウォーキングの取組結果

年齢 参加者数 割合

指定なし 51 8.6%
18歳以上
20歳未満

3 0.5%

20代 61 10.3%
30代 97 16.3%
40代 167 28.1%
50代 142 23.9%
60代 55 9.3%
70代 18 3.0%

80代以上 0 0.0%
計 594 100.0%

指定なし, 51 人, 9%

18歳以上

20歳未満, 3 人, 1%

20代, 61 人, 10%

30代, 97 人, 16%

40代, 167 人, 28%

50代, 142 人, 24%

60代, 55 人, 9%

70代, 18 人, 3%
参加者年齢内訳

※3名はデータ不一致のため集計不可 [事務局（大分県国保医療課）集計]

-4-



大分県栄養士会
「栄養ワンダー」の

取り組み

公益社団法人大分県栄養士会

緒方雅子

「栄養ワンダー」？

• 日本栄養士会では、２０１６年から８月４日を「栄養の
日」、８月１日から７日間を「栄養習慣」と定めている

• 全国でイベントを開き、管理栄養士・栄養士でなけれ
ばできない情報の提供を行う

協賛：ゼスプリ・伊藤園

「健康寿命日本一」の実現
大分県栄養士会ではイベントの開催

それぞれの施設・研修会で実施

栄養ってなに？
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「栄養の日」開催 ２０１７～２０２２

栄養相談

インボディー測定

大分県社会福祉介護研修センター

外部での研修会や教室でも

親子料理教室

男性料理教室

外部研修会

各施設でも「食育」と
して食材や料理を通
して栄養の大切さを
学ぶ
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県と合同で「栄養ワンダー」＋「野菜の日 8/31」

８月３１日 （ トキハアクロス ）

（ COOP ふらいる ）

「野菜の日」に
野菜の大切さ
を県民に知って
いただく
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株式会社トキハインダストリー

代表取締役社 羽田野 尚志

健康寿命日本一
おおいた
推進フォーラムについて

■トキハインダストリーヘルシープロジェクトのご紹介

1

1日野菜摂取350G
朝・昼・晩のレシピ提案 ショッピング+ウォーキング減塩・うま塩弁当の提案
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■健康寿命日本一おおいた推進フォーラム/実施概要

開催日
2022年
9/25(日)
10 00 15 00

講 演 会 【会場】 あけのアクロスタウン（本館）3階アクロスホール

谷本 道哉氏 「100歳まで歩ける体作り」 11:00 12:30
●募集人員100名 対面聴講106人 オンライン聴講20名
●来場者数106名

 松 洋子氏 「科学から健康寿命・ヘルススパンを考えよう」 13:30 14:30
●募集人員100名 対面聴講 85人 オンライン聴講20名
●来場者数 85名

＜健康寿命日本一おうえん企業ブース＞20団体

【会場】 あけのアクロスタウン 本館1階マルチプラザ、本館1階センターコート、新館1階通路企業ブース

アサヒ飲料㈱九州 店、 味の素㈱九州支店、 アフラック大分支店・大分ファミリー㈱、
大塚食品㈱、 大塚製薬㈱、 花王㈱、 カゴメ㈱、 キッコーマン食品㈱九州支店、
キューピー㈱、 公益財団法人大分県スポーツ協会・明治安田生命（相）大分支社、
公益社団法  分県 語聴覚 協会、 公益社団法  分県作業療法 協会、
㈱サンドラッグ、 ハウス食品㈱、 原田製油（二豊フーズ）㈲、 森永乳業九州㈱、
理研ビタミン㈱、 ㈱ロッテ、 ㈱PLUS ALOHA、 SBI損害保険㈱ 【五  順】

●来場者数 758名

2

●TV
5分（生放送×1）

●ラジオ
5分×4

●折込チラシ
（5万6000枚）

●地域フリーペーパー
（4万3000枚）

●トキハインダストリー各店舗
HP掲載
ポスター掲示
パンフレット配布

広報

■健康寿命日本一フォーラム 【広報】
地域フリーペーパー

（4万3000枚）
【 T V 】
告知5分

生放送×1

【 ラ ジ オ】
告知5分×4

3

新聞折り込みチラシ（5万6000枚）

トキハインダストリー
【 各 店 舗】

HP掲載
ポスター掲示

パンフレット配布
【サイン類】 ポスター  て看板  尺ポスター
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演
題 「100歳まで歩ける体づくり」

演
題 「科学から健康寿命・ヘルススパンを考えよう」

   の早い段階での 事の選択が重要・病気は直すより防ぐ 

専任教授 谷本 直哉 氏

 松 育研究所 所   松 洋子 氏

いつまでも若々しく元気に、健康寿命を延ばす
簡単な筋トレ法など、運動の効果をわかりやすく
解説し、みなさまにも実際に体を動かしていただ
きながら講演を います。

健康的な体重を維持し、栄養要件を満たすことで、
多くの慢性疾患のリスクが軽減されます。
  120年時代を迎えようとしている中で、より健
康的な食事パターンや健康習慣をを考え、実際に
減塩・野菜をどのように料理に取り れれば良いか、
お話します。

順天堂大学 健康スポーツ科学部

講演（谷本 直哉氏）

講演（ 松 洋子氏）

開会式 広瀬知事挨拶

講師

講師

■健康寿命日本一おおいた推進フォーラム（講演会）

4

■健康寿命日本一おうえん企業ブース（20ブース）  （試供品等の配布）、測定体験（ 管年齢）等

5
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きょうの健康 『地域の力』 大分県 健康長寿大作戦 

   MC：小山径アナウンサー（初任地は大分）、岩田まこ都アナウンサー 

小山：健康寿命が飛躍的に伸びた大分県 その秘訣は？ 
藤内：大分県は平成 27 年度から健康寿命日本一を目指して取り組んできた。 
   健康づくりを自然に楽しく継続できるよう県民総ぐるみで取り組んだ。 
VTR：明大工業の３人の従業員が別府湾岸を楽しくウォーキングしている映像 
    「おおいた歩得」の機能の紹介 ミッション、抽選で県産品が当たる。 
    職場のチームで獲得したポイントを競う「対抗戦」で７位入賞 
VTR：和菓子屋さんでパンを購入して、「歩得カード」を提示すると 100 円引き 
    同様に、薬局やスイミングクラブでの得られる特典を紹介 
VTR：別府の温泉街の遠景から、入浴している従業員の映像へ 
    ５か所の温泉を巡ると、「おおいた歩得」で 500 ポイントゲット 
VTR：３人が「うま塩 もっと野菜」メニューを提供するレストランで、昼食 
    ジャンボ乾椎茸の変わりハンバーグステーキ 塩分は２ｇ 
     食後の感想「薄味とは感じない。おいしいですね」 
    ガーリックシュリンプとさつも芋チップのフレッシュサラダ温玉添え 野菜 250ｇ 
     こうした飲食店を２店巡ると、200 ポイントゲット 
藤内：「おおいた歩得」の魅力で、ウォーキングを始めるきっかけにもなっている。 
岩田：温泉を活用しているのも興味深い。 
藤内：心の健康は健康寿命の延伸に重要。日本一の温泉で、リフレッシュと休養を。 
    「おおいた歩得」を利用して、入浴後の感想を記入 → 温泉の効用を分析 
小山：「おおいた歩得」に加え、鍵を握る「うま塩・もっと野菜」の取組 
藤内：食事をめぐる環境を整えることで、無理なく減塩や野菜摂取できるように。 
   専門家に加え、学生のアイデアも結集して美味しい減塩メニューを開発した。 
     ケチャップなどを用いた「うま塩」メニューの紹介 
     飲食店だけでなく、スーパーのお惣菜、弁当など「中食」も「うま塩」化 
     配食サービスの「うま塩」化により、高齢者や持病のある人も確実に減塩 
岩田：もう一つ大きな戦略が従業員の健康づくりを後押しする「健康経営」の推進 
VTR：別府市の建設会社「明大工業」では、朝、従業員がそろってラジオ体操 
    「体操をすることで、体調もよく、血圧も下がってきた」 
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VTR：昼休みに、フィットネスマシンやゴルフ、卓球をしている従業員 
    「子育て中は自分の時間がとれないが、会社で一緒に運動できるのは嬉しい」 
VTR：社長が従業員と先日の健診後の経過について面談中 
    「大切な部下を病気で失った経験から、従業員の健康づくりの取組に参加」 
藤内：県下における健康経営の取組の状況を紹介 登録が 2,200 社 認定は 700 社 
     保健所の保健師が事業所を訪問して、健康経営の実践に向けて助言 
     理学療法士や作業療法士を派遣して、腰痛や肩こりを予防する職場環境に 
小山：こうした事業所と連携することになった背景は？ 
藤内：大分県の健康寿命が短い要因を分析したところ、50 歳を超える頃から生活習慣

病で仕事や家事に支障をきたす人が急増することがわかり、健康寿命の延伸に

は若い世代が一日の大半を過ごす事業所との連携を考えた。 
小山：県全体で大きな盛り上がりを見せている。 
藤内：自社の従業員の健康づくりだけではなく、県民の健康づくりを応援してくれる

企業が 100 社以上ある。「健康応援定期」「健康寿命応援ファンド」を紹介。 
小山：番組を見ている大分県以外に住んでいる人へ助言を。 
藤内：各地域に「おおいた歩得」のような健康アプリがあるので、是非、ご利用を。 
   一人では長続きしない健康習慣も仲間同士や職場ぐるみだと継続できるので、   

家族や友人と声を掛け合って取り組んで欲しい。 
小山：これからの取組を楽しみにしている。 
藤内：男女とも健康寿命日本一を目指して取り組みたい。 
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9 11月3か月間 参加合計76,472人 （令和４年度実績）

令和４年度「みんなで延ばそう健康寿命」推進月間(10月)

健康づくりイベントの開催 9 11月(3か月間)
令和４年度1161回（健康づくり関連 365回、栄養・食関連 441回、運動・スポーツ関連 470回）
令和３年度 676回（健康づくり関連 208回、栄養・食関連 201回、運動・スポーツ関連 274回）

健康づくりの普及啓発
「月間ポスター・のぼり」の掲示、「ポケットティッシュ」の配布
県庁HP 、県政テレビ番組、市町村広報誌等による情報発信

取

組

参
加

▼推進月間 参加人数推移
H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R４年度

83,505 130,370 150,050 164,814 60,674 75,418 76,472

・いつまででん たべち あるいち 笑おうえ
・すべってころばぬ大分県 ～食べて歩く 笑顔の体づくり～
・次は日本一の「けんこう県おおいた」、狙います！

・応募総数 ：２８７件
・応募期間 ：R４.６.２０（月）～７. ８（金）
・一次審査（書面）：R４.７.１５（金）～７.２２（金）
・最終審査 ：R４.８. ３（水）

キャッチコピー（令和４年度募集）

最優秀賞 元気やけん！健康やけん！おおいたけん！

優秀賞 おおいたん、元気に長生き大作戦！

優秀賞 歯も足も大事にしょうえ 取るで 男女健康日本一

「めざせ！男女ともに健康寿命日本一おおいた」
キャッチコピー最優秀・優秀賞作品の決定について

概 要

【参考】キャッチコピー（平成２８年度募集）

イベント名：健康寿命日本一おおいた推進フォーラム
・日時：令和４年９月２５日（日） ・場所：トキハインダストリーあけのアクロスタウン
・講演会参加者延べ数：２３１人
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職場ぐるみの健康づくりの促進  職場対抗戦-

●令和４年度第２回 職場対抗戦授賞式の様子

【参加者の声】
・普段から通勤も歩くようにし、健康により気をつけるようになった
・部署を超えたコミュニケーションにつなげることができた
・体重や血圧が下がった
・スタンプラリー機能を活用し、県内の魅力を再発見できた

のグループ機能を活かした職場対抗戦を実施

97 
125 

174 146 
179 183 192 

178 
156 

200 

854 人

1,037 人

1,430 人
1,269 人

1,611 人 1,546 人
1,725 人

1,589 人
1,326 人

1,728 人
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第1回 第2回 第1回 第2回 第1回 第2回 第1回 第2回 第1回 第2回

H30 R1 R2 R3 R4

「おおいた歩得」職場対抗戦 参加グループ・人数 推移

グループ 人数

R4第2回
過去最多 
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出典：厚生労働省「『健康日本２１（第二次）』最終評価報告書」より抜粋
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Inclusion
Implementation

•
•
• PDCA

出典：厚生労働省「次期国民健康づくり運動プラン（令和６年度開始）策定専門委員会資料」より抜粋

（上表）

本県男性は全国12位 H22:8位（80.06年）→ H27:10位（81.08年）→ R2:12位（81.88年）
（下表）

本県女性は全国 9位 H22:9位（86.91年）→ H27:12位（87.31年）→ R2: 9位（87.99年）

【出典】厚生労働省「令和2年都道府県別生命表」より作成

平均寿命について
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１. 大分県の平均寿命（０歳の平均余命）

都道府県別平均寿命の状況（R4.12.23厚労省公表）

・ある年齢の者が死亡するまでの残りの生存年数の期待値を平均余命といい、０歳の平均余命を、平均寿命という。現在の死亡状況を反映している。
・国勢調査による日本人人口（確定数）や人口動態統計（確定数）を基に作成され、都道府県別は昭和４０年から５年ごとに公表されている。

男性 ８１．８８歳（全国１２位）
女性 ８７．９９歳（全国 ９位）

２. 大分県の平均寿命の推移

36 
33 

35 

27 
26 27 

24 

17 

17 

8 
10 

12 

39 

33 

28 

37 

32 
28 

13 

25 

15 
9 

12 

9 

1

6

11

16

21

26

31

36

41

46

S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

平均寿命（全国順位）

男性

女性

区分 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

全 国
男

性

67.74 69.84 71.79 73.57 74.95 76.04 76.70 77.71 78.79 79.59 80.77 81.49

大分県 66.83 68.99 71.03 73.21 74.82 75.98 76.83 77.91 78.99 80.06 81.08 81.88 

順 位 36 33 35 27 26 27 24 17 17 8 10 12 

全 国
女

性

72.92 75.23 77.01 79.00 80.75 82.07 83.22 84.62 85.75 86.35 87.01 87.60

大分県 72.07 74.66 76.73 78.54 80.58 82.08 83.61 84.69 86.06 86.91 87.31 87.99 

順 位 39 33 28 37 32 28 13 25 15 9 12 9 

男 女

都道府県 平均寿命 全国順位 都道府県 平均寿命 全国順位

全 国 81.49 - 全 国 87.60 -

熊 本 81.91 9 熊 本 88.22 5

大 分 81.88 12 大 分 87.99 9

佐 賀 81.41 25 沖 縄 87.88 16

福 岡 81.38 27 佐 賀 87.78 20
宮 崎 81.15 31 福 岡 87.70 21
長 崎 81.01 36 宮 崎 87.60 23

鹿児島 80.95 38 鹿児島 87.53 26

沖 縄 80.73 43 長 崎 87.41 34
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